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おひとりさまでもだいじょうぶ。
~ 

言田太ーポプラ社 2008零

rおひとりさまJこの言葉からイメージ
するのは女性？しかし、実騎は男性の
fおひとりさま』の頁艘死が多く問題点
も多いそうです．頁隻死とは、旦を弓1さ
取る瞬間にひとりだったかどうかではな
く、人生の終盤がロ景な生括だったかど
うかでは？と考えさせられる1111です．

~• - . ▼. -

•さ‘””’土ふ~ぶ

｀ 
おひとりさまのイエロベージ

和景四子メディアファクドナ→四畢

rひとり」でいることに不便や寂しさ
を感じたら、それを糟硝する手段を探
せばいい．
テーマごとにシングルならではのお役
立ち情報を紹介します．手がかりとな
る情鶉が見つかりますよ．

rぉひとりさまの「法律」
中渾まゆみ法研 an逗

r世の中にはいろんな決めごとがあっ
て、知らなくてソンをすることがた＜
さんある．知っていると知らないでは
大違いJ

もともとの fおひとりさまJ.ある日
突然の rぉひとりさまj が少しでも明
る＜生さていけるようにと．当事者目
粽ヽで書かれた1瓢です．

ヽ
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記念m ひとりの覚悟
鵬鰤：沢＊絣太郎（rノフィクシ土4乍蒙）

I●ヽ7年●東生まれ 鑽浜羹立大亭●
ルポうイターとして出見e"＂’”"『た這敗れさる書たちim紐 1979年テロルの決算』で大宅
壮ノンウイクシン貫 1.. ”"-•の夏K9t伍次“文零貫 i994年’‘し→ポンスµJ-トh9算1霰鑽
・社エ六心貫
＇墓』（函“ド）飽多くのヤ暴ヽ見衰ょ（こ菖ea9万キロの遍のり•台ヽ＜ス事でユ→シアの攣てまで
簾した『渾寅惰〇ぶ”eff文字・膏●文学の金寧塔と言われていしスポーツや簾なと` ・村にl.,t-..Iンフ
ィ”ベン作品€鶴多く飩景してい.. 

にのレポートはJO月3Bに行われた謂演をtンクーで賽約したものです．l

鑽が飛行●で璽蕩した医

▼鯰上講座レポー ト▼

費 、仕●でプラジルのアマゾンの霙地に行っI:!.現地近くの飛行纏ガらセスナ鴨でそこC向かったのだガ、
そのプロペラ讀は、璽陛後しばらくして●付近力ら罵い水を流し、 そのうちブロペラが止まり塵崖不鯉となって
しまっ1:!.1WOットが「もうす＜落ちる．」と言う霞にも、じりじりと密林は近くなってきて、私ほシートの
Illもこれにしがみコ、1ているしかな力っI:!.そ四惰C何を害えていたかというと私の頭の中には同もなく、 一
緒行ったクルーの□111の 「マジかよ～」ということばガ●くばかり． そうこうしているうちにとうとう讃m3
密 こ證突 運よく僕が飛ばされたのlな焼氾農鵬でさら地になっていた所だっI:!.僕ば爾中を強打し、 霞みガ1年
くらい諏ヽだも0叫とか•だった。「墜落という騎、 何も轡えな力ったのです力？」とよ頃かne。 しカ
し、 その特僕は震かに「死ぬ」ということに11)揺しなかっi:!.”効に生乞て、充分に棗しんで、充分に仕●をし
た」という患重をすっととこかで拷っ口いた力らだと思う．だ力らにこでもう終わ1.」と言われても fそうか、
それでも充分漏足．」といつの頃ガらか思い始めていたと思う。 そう患えたのは、 それまでひとりで生さ、ひと
りでいるいるなことをやってきた結果という畑 する．

r自分のこどれ自分でできる比いう自信
何かする詩に、0とりなのか、 集団なのかという選択で、いつも1!11は前唱をとってきた。当然リスクはあった

はげだガ、 震は直愚約にひとりという濃を歩んだ。 0とりは言いかえると「ソロ」。対する纂団は「バーティ
ー」．これは山翌りの概念で、 「ソ0」のクライマーガ「バーティー」を組む誇、相反するのではなくかぶさり
あうものとなる事例幻1、農i.trソ0」で生きてしも、といっても蒙且を捨っている． IIは対外約口こ rソ0」で
あるガ、家庭C戻ってくれば「バーテイー」を組んでいる。しかし、仕●や家庭を捨つ鰐に明置な患懇があった
わけではない。 1!11は家や家庭には鴛自覺だったガ、少しすつ年を重ねるごとC学んでいったと患ぅ． 家・はほと
んとしたことはなかったが、 結 し7:!誇、 婁ガら「あまりにもガ0¥,1そう己もし私と鼈過し~うひとリでEさ
ていけない．だから、 霞遇しても大丈夫なように私ガ仕込んであげる．」と言われた。 それから初年僕は仕込ま
れたe そして、 豊ガ 「いつでも霞廼してあげる． 」という扇C連した。どれくらい9ごいかというと、 料理ガ終
わる誇にはされいC台所を片付けているほとなのだ。 また、冷-cあるもので同力料理が作れる．不樗1!1だっ
たワイシャツのアイ〇ンカけもで乞るようになっ11!.僕は、わ，）と素覆なところガあるので、婁の言うとあ'JC
猷●尋~100％やっているうちC何でもでさるようになった。 そのことはもちろん彼女にも駆合ガいいだるうが、
ー爾ありガたかったのは僕自殿である。 自分のことは自分ででさるということは、生きていくうえで；；n以上の
自信はない。少なくとも僕はそんな自信をもっている．

「刀コ」どバーティーJ
男性ガ家に帰って乞て rソ0」で生さられる能刀ガぁnば鬼こ金樺であるように、女性の劉も外に出て「ソ0」

で eていける刀を拷っていれば、家の中で2人の「ソロJの熟運した力を出しあうことがで乞ふ 妻，，るに「ソ
0」で生きられる人たちが 「バーテイーJを組んで力を出しあうのが甦想的な形ではないかと患う。例えば合社
の場合、 「ソ0」で きていける心「バーティー」を組めば、完讐I::.はいえないとしても、力なり裏度な集団
になっでいくと思う。 きっと家且も 「ソロ」で生さられる能刀を拷った男女が、 できれば一緒に「バーティー」
を組み、そ；；C子ともという存在がいて、子どももそういうとX這切を拷てるようであったらもっといい． それ
はななうまくいnないかもしれ訊旧れと｀ 塁患膿としてはそうである． 「ソOJ~t!ていける能刀を目
に付けていくと自患ガ搾℃るようになる． 同騎に生活も 「ソロ」でできるということで、何かその自信が家族や
他の人に対してのある柔欧さを生むような気ガする．

ともあれ、とんな生乞方をしても“ない，，れ 「ソロ」Cなる。だから僕たちは「ソロJでEきていく已双こ、
その麓力を泡うための何十年閾かを生きていくのかもしれない． そうして人生の終盤、文字とあり 「ソロ」にな
った誇に、その刀をゆっくり出していけばいいと患う霧
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「HIVを知ろう1」/SUl>DOrtof the Child 
HIVが感黛していく ことを体感でさる・ポ を使ってのワ

ークや講良 グループワークではHIVに感染仕ずにばいを算
重でさる隣繹について噂えました．

rr,日・今日・明日女と9～生き入・,_ノ・・ぐユ士を
考える～J／久寵米舅女nnー●詈撞遣ネガJフーク
寸劇をとおして生さること、 ●くことの爆しさaIll

麗点を倉えました． 会編は．笑いと共感の声であふれ．
授専の7,}ー ト-クでは 3人の方からも•，，，●さ方．
生ミ方の提冠がありました。

「一人乏雇と量りでつづる女性の人帽の璽史』
域●文包ネッR9ーク
女性の人傭が餐虞されていた蔚rtに力槍く生さた女性たちの駐

が一人芝后と ’”・で讃じられ｀男女共同會繭社会づくりの璽頁
性9こ拭づくことがで含ました

「いつまでも宕く1養しく1バートIIJ
北野女性ネ・オつーク

噴 如 こ 虹 る ぬ 名 の 年 方J/IB1dl.町女性ネ介ワ→
男女がいかにおaいを『鑢jとして葛め合い1るがら、 生さて

いくことがでさるか．介護を裏り巻く段伏や社会の冥鸞につい
て事州を壕Ifながらの欝讀でした

久繭米鱒をバリ・コレクシ9ンで黛介したフ.,,ッシ9ンデザ
イナーの尾•Ill子さんの講漬と 尾讀の女性たちがモデルにな
ったファ ッシaン ・ シ 9ーで会湯は望り上がり実した• モデル
には男性も起用されました．

「みんな（男女）が安心して働き．生乞られる社会をめざしてIJ
三雑女性ネオク—ク
鱒'f-11,えがnて久鷲紐絹鍼団による創心の上讀生ミる

ことと働くこととの問題立を提屈する追真の漬技に、会樋には共
感の声と爆笑が●さ攘りました

映画 マルタのやさしい刺繍
一蓼みるバワーとはあきらめ ないココロー

謳諏認揺
・市内の43の1i11体・グルーブを中心に、総勢e0人
からなる実行委員会が籍成され｀約6ヶ月かけてくる

めフォーラム2009の準●が遣められました。

期閏中は．『金鑽濱 • セレモニー、"·"＇や震示 ・
バザーのほか、男女共同参■社会実覗をめざす活鶏を

している17の団体・グルーブにより．ぇーるビア久

奮學や地攣会蝙で市艮企●が実籍され家した。 漬鯛｀

ワークショッブ． 讐え歌の合唱など工夫を涎 らした多

彰な企●をご紹介します。

スイスの谷闇にある保守的なヽれで “ラッジェ'）-ショッブをォープンさせる． という蓼

をもつ80鐵のマルタ。天との死篇の悲しみを景り越えて夢をあ乞らめなIマルタと村の女

性だちを描いerマルタのやさしい剌虞」が上映さnました．参加者からは「生さる元気

をもらいました」 「新しいことにチャレンジしたくなりました」 「いくつになっても蓼を

拷つことの素圃らしさを感じました」などの声が寄ビられ、人生の希望や目檬を持ち緬け

ていくバワーをもらったようで9こ

20“海：スイス 鬱誓：ペテサ ・オベルり

朽尤 ： 五979ニ―・グか→ー ／可ディ•マ,;y.炉スナー

●● 覺旦寧尋買鼻ヒンタージゃーブ.. 

rs動啄B々 磁活～駁；し｀重虫輯lII牙
どもち」／鑽と子のこころ”仕話研究会

里籟賛青専門員から．子どもの感苔やその影●についての
製彎や、 1？年聞に5人の子の里籟となった体攣籟Sなどもあ
り．子ども確滋“蹟する鬱艘祐臥秘9慎震され之しと

＂＂z平疇穀膏は今J／久會米市男女共関蓼●散膏€檜遣する会
久腎釆市内の全小手佼5年生と中争2年生を対象に行った ＇男女平

答艘冑に賣する量識調査iの籍仔を曼けてのバネルディスカッシ●ン．
バネ，)ストの急いやそれぞれの男女平苓編などについて鱒り合いました

r却1工之音豪にのぜて一●邑ら）庫点を求めて一J
ロ—ズマリ—
男女平事をテマにした綸＊•おはfヽ しの朗漬・貰み聞か廿などをべ ' “ 

ースに、ピアIとチェロの生演賽で惑勤的なひととさとなりました．

層心1も汎ンダー 転も1よ鴻夕が人生J
S-lt～ぷる内€ン
男女平寄や女性の日立， 女住に対する●力防止蛋テ

ーマに、おなじみの彙1こオリジナルの載舅をつけた讐
え嗽に、来場賓も加わって＊合疇となりました．

『椙遵社会ニッポン～女と男の貧1111111出法～J
北東ルC九州In久饂米・女閾碍

ジャーナリ ストとして熾ー縁で祈躊する載Bfi聞社
編集委員の竹t11~恵子さんの観く軽妙な講槙ヽこ書m賓
1社瓢 『奴泣加頃ん如る女刊鳩磯釦
とその位 1liについてのお話しでした．

r考えていますか？夫蝿のこと老綾のこと」
NPO法人鍼環役の会ちくごセンター
定年e迎えた火蠣を輪にその編の筐代の介讀，，どをテ

ーマにした寸劃をみて．道 の"n患 の大切さを零え，

'""'-の 見交襖をとおしてB露の裏題を探りました．

rはたして専婁主蝿は生如びられるのかJ
NPO法人）し・バトー
鼻釦ヽえ員で r私たちの今J ¼賓え、 符にしで疇識• その後のワ

ークでは書加貪暢＂のをして，社会の移り変わりとともに
・綱賓’ としての専纂追9iどうなっていくのか€検討しま した．

"卜露の社会化は• ••今？～女性の介霞9"生の介霞～J
裏鯵社会をよくする会・久霞米
介鴫を取り愚く視伏や社会の実鬱について事例を攣9テながら

の蹟墓鯨賞の分纏で一蓄火切なの92、心吟アであるとの
訴え力に残りました．

l!!女事響霞・ヒンター，，9-プル 4●
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・国ではII月l2日から「女性に対する驀プ）撤廃国際B」の11月25日までの2週間を、「女性に

対する暴力をなくす運動J哭施期関と定めています。この期間に久留米市男女平等権進センタ

ーで取り組んだキャンペーン事業の概要を報告します．

●(Ill演会］ 性氾霜補害者をのくる珊状と鑓墨 11月188 鑽囀：本山央子 （アジア女性貴輯虻→一）

戴判員戴判膊姶に伴い、私たちの目に入るようになった性暴力櫨書者をめぐる状況・・・。アジア女性資料センターの
事覆烏長で「性●力餓止法をつくるうネッいにも加入され今曇もホッMな情轍をもつ本山さんの重濱の置夏を籍曹します．

（はじめにJ
横賣で起こった性●力事件の例を見てもわかるように、 艘害を訴えた女性が．
何の民蜜的ケアも心理的なサポートも受けられず、 槍害資としての憧利が認めら
れていない現状がある．そこにあるのは．匠曇力は rぁってあたりまえJという
息識ズあり、そのため檜害者はなかなか声を上げられず．社会からは『視えない
問題りとされてさている．

1絨判員割霞が性曇力の躙題を複える閥題にl
性暴力歓害者の実聾が視えてさたさっかけとして、

戴判員識判詞度の開姶がある。 紐精員戴村の対象と

なる性犯罪は全体の2賞を占めるが、今年5月2I 
Bからのスタート直鶉まで．性曇力事件をこの詞度

で取り扱うことの問題性に蘊も気づかなかった．
(l) 遇常の事件は加害者が戴かれるが、 性犯扉事件

では事実這かれるのは被害吾で、まず藁害者
の r霧ち度」がflll題にされる．

② 性犯罪の被害書の多くは、 學件のことを11!1人に

知られたくないと思っているが、そのことにつ

いて何の配慮もされていない．
これらのことに気づかせてくれたのは最害当事者で

ぁ生また攣判員には． 櫨害者と利害が絡まない人
を選ぶが． 遷任過程で、 被害者を待定する鱈人情報

が阿の守駆養務もない最檜者に知られること、性犯
靡に属する見量を持っているとは考えにくい一般巾

民の戴精員が、 ＝次箪害を与えてしまう可能性が懸
念されることも問題として視えてさた．私たちは6
月2LBの級判貝胡度のスクート芦讀に槍害当事斉か
ら褪起を受け． I性曇力禁止法をつくろうネットワー

クJ として籟判員手綬きの中止を求ぬる緊念薯名活
動行った．

5月I9日に最高箪判所に申し入れたが、取り上
げられず．讚判所では鉗も考えられていないことが

わかった・次1こ6月4日に最高級超党振の議員を
交えて院内量見交摸会をもち、そこで最高戴から、

被害者に餓剖員倶檜喜の名簿を示して関偏著がいな
いか罐かめると言う改善策が示された．

1戴祠員の選伍から、さらに発晨J
これらの取り組みの中で、今後は檎察庁に働さか

ける必宴訟 噴えて含た．葦判の中で、犯行のほ干

を鋭明する覧の配慮として、 傍稔者にも見える大型

スが）ーンに映さない、餓精百等の手元の●面にとど

める等．ブライパシーの演出を防ぐための対応を求
めてさた。これらの取り組みにより、5月以降多く

の人が性●力に関心を持ってくれるようになったの
は成果の一つである．今後も繋張感を縁持し．配慮が

必要と声を上げ綱けることが必要と思う．

＂生曇力根絶に冑けたmり組みの方同往】
性曇力禁止法を作る動さが姶まっている． 性暴力

に襲する主な問題点は、まず①性●力の定慧である．

現行刑法の薩姦罪の基盤にあるのは、父骰や央の所

有物とされる女性の貞操と社会の秩序である． 饂人
の1l的目己決定権や性的自由への侵害行為として強

姦€再定義すべきだ．また、 男性が箪害者として慈
定されていない現状も改めるぺきだ．さらに●景識

判官への仕曇力に闘する＂ 修も不充分であり．一般
的にレイプにあったら I櫨害音は必死で抵抗するも

の」 「見知らぬ人から、 夜運で突然襲われる」 等．
思い込みや偏見も根鴨い．

匹 害者に創する支攘システムが竺っていない．公
時閏のワンストップセンクー、クライシスセンター

が必蓑である．Ill:害者には1111事告訴を望まない人も
おり、必ずしも警察である必要はない．枝害にあっ

た時、まず安心させてほしい．体の手当てをしたり、
妊の心配への対処をする等、いろいろな分野の専

門職の闘わりが必蔓である．すでに阪隋中央病院な
ど民間病院で翫た14試みがされている．そこには性

曇力に関する知識を持つ医師や看護師がいる．これ
らの医療専門職を養成するNPOもあるが、経済的

に支する制度がなく、運営は厳しい．
最後に、 性曇力被害者がなぜ声を上げられないのか．

何が邪魔してそうなのか国は戴査すぺさだ。今は餓判
員制度の11!1始をさっかけに性曇力問題に対する関心が

高まっており、初歎ど紀記えていくチャンスと考え入

.,愚9•一ヒ9-9•-.,.I, 舅女寧尋纂量Cンタージ9ーナ~ .. 


